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プロジェクト 

SSBJ 基準テーマ別基準第 2 号「気候関連開示基準」 

ISSB 基準「温室効果ガス排出の開示に対する修正－IFRS S2 号の修正」

に対応する気候関連開示基準の改正 
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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、第 64 回サステナビリティ基準委員会（2026 年 2 月 25 日開催）における、審

議事項(1)の ISSB 基準「温室効果ガス排出の開示に対する修正－IFRS S2 号の修正」に対

応するサステナビリティ開示基準の改正について、聞かれた意見をまとめたものである。 

Ⅱ．聞かれた意見 

審議事項(1)-1 公開草案に対するコメントへの対応 

（気候関連開示基準の文案に対する意見） 

2. 事務局の提案に基本的に賛同する。気候関連開示基準（案）において、「20●●年に改正

された本基準」という表現が用いられているのに対して、一般基準（案）及び適用基準

（案）においては、「20●●年改正の本基準」という表現が用いられている。気候関連開

示基準（案）の表現と、適用基準（案）及び一般基準（案）の表現を整合的なものに修正

してはどうか。 

3. 気候関連開示基準（案）において、「スコープ 3 温室効果ガス排出（ファイナンスドエミ

ッションに関する追加的な情報の開示）を開示しないことができる」という表現が用い

られている。「開示」という表現が続くため、修文を検討してはどうか。 

4. 気候関連開示基準（案）について、前回の聞かれた意見への対応として、「含めることと

した金融活動について、当該金融活動に関連するデリバティブに係る」という表現が用

いられているが、当該表現が冗長ということであれば、「当該金融活動に」という表現を

削除することも考えられる。 

（公開草案を再度公表する必要性の有無等に関する検討に対する意見） 

5. 公開草案を再度公表する必要はないとする事務局の提案に賛同する。 
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